
Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

「宗教研究．185 巻 4輯 （2012年）第12部会

宗
教
か
ら
み

る

日

韓
の

文
化
交
流

　
　
　
　
キ
リ

ス

ト
教
と

新

宗
教
を

手
が
か
り
に李

賢
　
京

　

口

本
と

韓
国
は

歴

史
的
に

深
く
つ

な
が

り
、

社
会
・

文
化
的
な

交
流
は

非
常
に

活
発
で

あ
っ

た
。

し

か

し
、

戦
前
の

日
本
に

よ

る

韓
国
の

植
民
地

支
配
に

よ
っ

て
、

両
国
は

「

近

く
て

遠
い

国
」

に

な
っ

て

し
ま
っ

た
。

　

と
こ

ろ

が、

戦

前
か
ら
韓

国
に

は

日

本
の

新
宗
教
が

移
入
さ
れ、

多
く

の

韓
国
人
が

日

本
の

新
宗
教
の

信

者
に

な
っ

て

い

る．．

近

年
で

は
、

R
本

本
部
に

よ
っ

て

韓
国
支
部
の

設
置
や

法
人
登

録
が

な
さ
れ、

日
本
の

新
宗

教
教

団
の

活

動
が
積
極
的
に

な
っ

て

い

る
。

一

方、

日

本
で

は
、

大
都
市

を
中
心
と
し
て、

韓
国
に

本
部
を
持
つ

キ

リ
ス

ト
教
会
が
教
勢
を

拡
大
し

て

い

る
。

　

ま

ず、

現

代
の

日
韓
に

お

け
る

宗
教

状
況
を

見
て

み

る
と、

韓
国
で

は
、

人
口

の

過
半
数
以
上

が

宗
教
人

ロ

で

あ
り、

そ
の

ほ

と
ん

ど
は

キ

リ

ス

ト

教
と

仏
教
で

占
め

ら

れ

て

い

る
。

キ

リ
ス

ト
教
と

仏
教
は

多
く
分
派

さ
れ

て

い

る
。

そ

の

他
に

、

新
宗
教
は

キ

リ
ス

ト
教
や

仏
教
に

比
べ

て

か

な

り
そ
の

教
勢
は

小
さ

い
。

こ

れ
に

対
し
て、

日

本
は
、

『

宗
教
年
鑑
』

で

は
人
口

の

二

倍
と
な
る

人
々

が

宗

教
を

信
じ

て

い

る

数
値
が

示
さ

れ
、

そ

の

多
く
は

神
道

系
と
仏
教

系
で

あ

り
、

そ
こ

に

は
新
宗
教
も
含
ま
れ
て

い

る
。

信
者

数
は

既
成

宗
教
集

団
の

そ

れ
よ

り
は

は
る

か
に

多
い

新
宗
教

集
団
も
あ
る

。

こ

れ
は
韓
国
で

新
宗
教
が

低
調
し

て

い

る
状
況
と

は

大
き

く
異
な
っ

て

い

る
。

日
本
の

キ
リ
ス

ト
教
人
口

は、

韓
国
に
比
べ

て

非

常

に

少．
な
い
。

一

方
、

両
国
は

仏

教
信

者
が

多
い

点

に

関
し
て

は

共
通

す

る
。

し

か
し、

な
ぜ
、

韓
国
で

は

新
宗
教
が

教
勢
を
拡

大
す
る
こ

と
が
で

き
な
か

っ

た

に

も
関
わ

ら
ず

、

日
系
新
宗
教
は

成
長
す
る

こ

と

が

で

き
た

の

で

あ
ろ

う
か

。

ま

た
、

な

ぜ

日
本
で

は

キ

リ

ス

ト
教
が

伸
展
で

き
な
か

っ

た

に

も
関
わ

ら

ず
、

近
年

、

韓
国
系
キ
リ

ス

ト

教
会
が

多
く
設
立
さ
れ

る

よ

う
に

な
っ

た
の

で

あ
ろ

う
か

。

　
こ

う
し

た

現
代
の

日

韓
に

お

け
る

宗
教
文
化
の

交
流
の

背
景
に

は
、

両

国
で

同

様
に

起
き
て

い

る

現

象
が

あ
る

。

そ
の
一

つ

に、

「

カ

ル

ト
問
題
」

「

似
而

非
（

さ
い

び
）

問
題
」

が

あ
る
。

一

九
九
〇

年
代
以

降、

凵

本
で

は

「

オ
ウ

ム

真
理
教
事
件
」

、
「

法
の

華
三

法
行
事
件
」

、
「

ラ

イ
フ

ス

ペ

ー

ス

事
件
」

な
ど
の

宗
教
に

よ

る
反
社
会
的
事
件
が

生
じ
た

。

韓
国
で

も
一

九
九
〇

年
代
を

前
後
と

し
て

「

五

大
洋
事
件
」

「

天

尊
会
事
件
」

な

ど
が

生
じ
た

。

こ

の

よ

う
に、

近
年、

日
韓
両
国
で

は

同
時
期
に

宗
教
に

よ
る

社
会
問
題
が
続
発
し
た

。

し
か
し、

そ
の
一

方
で
、

日
韓
両
国
で

は

宗
教

の

相
互

受
容
も
活
発
に
生
じ

て

き
て

い

る
。

そ
の

た

め
、

現
代
の

日

韓
の

比
較
宗
教
研
究
は

非
常
に

重
要
な
課
題
と
な
っ

て

い

る
。

　
こ

う
し
た

問
題
意
識
か

ら
、

凵
韓
に

お

け
る

宗
教
文
化
交
流
を
理

解
す

る

た

め

に
、

 
布
教
・

宣
教
戦
略
か

ら
の

ア

プ
ロ

ー

チ

と
、

 
宗
教
市
場

論
か

ら
の

ア

プ
ロ

ー

チ

を
通
じ
て

、

日
本
と

韓
国
の

宗
教
市
場
で

は
、

自

文
化
に

な

い

宗
教
的

要
素
（
11

宗
教

財）

を

提
供

す
る

外
来
宗
教
を

通
し

て
、

自
ら

の

宗
教
的
ニ

ー

ズ

（
宗
教

的
救
済）

を

満
た
し

得
よ

う
と

す
る

「

相
補
性
（

8B9

日

窪
け

彗
q）
」

の

関
係
が

現
れ
て

い

る

と

考
え
る

。

多
様
な

宗
教

財
を
自

由
に

選
択
で

き
る

日

韓
両
国
に

お
い

て
、

自
文
化
に

な
い

要

素
を

相
互
国
の

宗
教
が
提
供

す
る

こ

と
に

よ
っ

て

宗

教
市
場
で

の

活
発
な

消
費

活
動
が

促
さ
れ
て

い

る
の

で

あ
る

。

言
い

換
え
れ

ば
、

冒
韓

両
国
は
相
互
に、

自
由
な
宗
教
市
場
に

お
い

て、

比
較

優
位
に

あ
る

魅

力
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的
な

宗
教
商
品
を

宗
教
交
流
と
い

う
国
際
貿
易
に

よ
っ

て

相
補
的
関
係
に

基
づ

い

て

交
換
し

て

い

る
の

で

あ
る
。

日
本
に

お

け
る

韓
国
系
キ

リ
ス

ト

教
の

受

容
・

拡
大
は
、

日
本
に

は

無
い

韓
国
の

キ

リ
ス

ト

教
が
有
す
る

特

性
が
そ

こ

に

存
在
し
て

い

る
。

ま
た
、

韓
国
に

お

け
る

日

系
新
宗
教
の

受

容
・

拡
大
は
、

韓
国
に
は
無
い

日

本
の

新
宗
教
が
有
す
る

特
性
が
存
在
し

て

い

る

の

で

あ
る

。

し
た
が
っ

て、

今
日
の

日
韓
の

宗
教

文
化
交
流
を
宗

教
市

場
論
に

よ
っ

て

両

国
の

相
補
的
関
係
を
明
ら
か
に

す
る

こ

と

で、

日

韓
相
互
に

お

け
る
宗
教
の

拡

散
状

況
を
説
明
す
る

こ

と

が
で

き
る

と

考
え

る
。

日

本
産
ブ

ラ

ジ

ル

系
プ
ロ

テ

ス

タ
ン

ト

教

会

信
者
の

　

ブ

ラ

ジ

ル
へ

の

再
適

応

山

　
田

　
政

　
信

　
移
民
と

宗
教
を
テ

ー

マ

と

す
る

研
究
に

お
い

て
、

東
海
地
方
の

諸
都
市

を
中
心
に
集
住

す
る

ブ
ラ

ジ
ル

人
デ

カ

セ

ギ
者
の

日
常
生

活
に

お
け
る

宗

教
活
動
の

具
体

相
と

そ
の

意

味
に
か
ん
す
る

調
査
研
究
は

未
だ
十
分
と

は

言
え
な
い

が
、

そ

の
一

方
で

帰
国
し
た
元
デ

カ

セ

ギ
信
者
ら
の

ブ

ラ

ジ

ル

へ

の

再
適
応
を

宗
教

的
側
面
か

ら
明
ら
か

に

す
る

こ

と
は
重

要
な
テ

ー

マ

で

あ
る

。

　

筆
者
の

こ

れ
ま
で

の

調
査
に

よ
れ

ば
、

ブ
ラ

ジ
ル

人
自

身
が

設
立
し

た

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト
教
会
（
目
本
産
ブ

ラ

ジ

ル

系
プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト

教

会）

は

そ
の

設
立
の

経
緯
か
ら
次
の

四

つ

に

分
類
で

き
る

。

 
日

本
産
ブ

ラ

ジ

ル

系
教
会
冖

デ

カ

セ

ギ
が
独
自
に

日
本
で

誕
生
さ

せ

た

教
会

。

 
海
外
宣

教
型
ブ
ラ

ジ
ル

系
教
会
冖

ブ

ラ

ジ

ル

の

教
団
が
海
外
宣
教
の
一

環
と

し
て

開
い

た

教
会。

 
ブ

ラ
ジ

ル

系
提
携
教
会
冖

教
会
を
設
立
す
る
際
に

デ
カ

セ

ギ

が

ブ

ラ

ジ

ル

に

本
部
を

置
く
教
団
と

提
携
を
結
び、

そ
の

下

部
教
会

と

し
て

誕
生

さ
せ

た

教
会。
．
 
ニ

ッ

ケ
イ
教
会
一

移
植
さ
れ
た
ブ
ラ

ジ
ル

の

日
系
エ

ス

ニ

ッ

ク
・

チ

ャ

ー

チ
。

本
稿
は

、

 
の

タ

イ
プ

の

ホ
ー

リ
ネ

ス

教
会
を
事
例
に、

デ
カ

セ

ギ
信
者
の

日

本
に

お

け
る

活
動
と

帰
国
し
た

人
々

の

ブ
ラ

ジ
ル

で

の

宗
教
活
動
へ

の

再
適

応
を

信
者
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

に

着
凵
し
な
が
ら
考・
祭

す
る

。

　

ホ

ー

リ

ネ
ス

教
会
は
中
田
重

治
ら
を
中
心
に
冖

九
一

七

年
に

日
本
で

設

立
さ
れ
た

。

ブ
ラ

ジ

ル

に

は
信

者
が
一

九
二

五

年
に

出

稼
ぎ

移
民
と

し

て

渡
伯
し

、

同

年
宣
教
目

的
で

渡
っ

た

物
部
赳
夫
を
中
心
と
し

て

日
本
人
社

会
に

伝
え
ら
れ

た
。

日

本
で

ホ

ー

リ

ネ
ス

分
裂

事
件
が

起
こ

っ

た

翌

年

（
一

九
三
四
年）

、

ブ

ラ

ジ

ル

の

信
者
の

群
れ
は

ブ
ラ

ジ

ル
・

ホ

ー

リ
ネ
ス

教
会
と

し
て

独
立
し

た
。

そ

の

た

め
、

デ

カ

セ

ギ
信
者
は

凵
本
の

教
団
と

は

独
自
の

活
動
を

展
開
し
て

い

る
。

ブ
ラ
ジ

ル

で

は
口
系
人
社
会
に

定
着

し
た

エ

ス

ニ

ッ

ク
・

チ

ャ

ー

チ

と
し

て
知
ら
れ、

日

系
人
の

集
住
す
る
南

東
部
地
域
を

中
心
に

約
四
十
か

所
の

教
会
・

伝
道
所
を

開
き、

信
者
数
は

約
四
千
人、

ニ

ッ

ケ
イ

教
会
で

は

最
大
規
模
の

教
団
で

あ
る

。

近

年
で

は

南
東
部
以
外
の

諸
教
会
で

非
日

系
人
信
者
が

増
え
て

い

る
。

元
来、

ペ

ン

テ
コ

ス

テ

派
の

流
れ
を

汲
む

も
の

の
、

集
会
の

雰
囲
気
は

静
か
で

大
人
し

く
伝
統
的
な
ス

タ
イ
ル

が
踏
襲
さ
れ
て

い

る
。

他
の

目

本
産
ブ
ラ

ジ

ル

系

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト
教
会
の

多
く
は
ペ

ン

テ

コ

ス

テ

派
だ

が
、

ホ

ー

リ
ネ
ス

教
会
は

そ
れ

と
は

異
な
り
極
め

て

保
守
的
か

つ

日
本
的
な

（

ニ

ッ

ケ
イ
）

ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

が

共
有
さ

れ
て

い

る
。

　

日

本
で

は
一

九
九
五

年
に

デ
カ

セ

ギ

に
よ
っ

て

組

織
化
が

開
始
さ

れ
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